
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
企
業
の
海
外

展
開
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
国
際
分
業

が
さ
ら
に
進
展
し
、
特
に
ア
ジ
ア
域
内
で
は
そ
の

依
存
度
を
高
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
国
際
物
流

が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

国
際
物
流
に
お
け
る
輸
送
手
段
は
主
に
海
運
と

空
運
で
担
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
海
運
に
焦
点

を
あ
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
港
湾
と
海
運
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
海
運
は
貨
物
を
大
量
、
か
つ
低

価
格
で
輸
送
で
き
る
一
方
、
空
運
よ
り
も
時
間
が

か
か
り
、
小
ロ
ッ
ト
の
輸
送
に
は
適
さ
な
い
特
徴

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
物
流
の
主
流
は

海
運
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

た
め
、
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
競
っ
て
港
湾
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動

き
を
踏
ま
え
つ
つ
、
近
年
の
日
本
の
状
況
に
つ
い

て
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

●
世
界
の
海
上
荷
動
き
状
況

海
上
荷
動
き
は
通
常
貨
物
船
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
。
運
ば
れ
る
貨
物
に
よ
っ
て
、
貨
物
船
は
数
種

類
に
分
類
さ
れ
る
。
主
な
貨
物
船
と
し
て
は
、
原

油
を
運
ぶ
タ
ン
カ
ー
、
液
化
天
然
ガ
ス
を
運
ぶ
Ｌ

Ｎ
Ｇ
船
、
石
炭
や
鉄
鉱
石
、
小
麦
な
ど
の
貨
物
を

バ
ラ
で
積
み
込
み
、
船
体
内
部
の
船
倉
に
搭
載
し

て
運
搬
す
る
バ
ル
ク
船
、
自
動
車
専
用
船
、
コ
ン

テ
ナ
船
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
コ
ン
テ
ナ
船
を
除
い
た
貨
物

船
は
特
定
の
品
目
を
運
搬
す
る
船
舶
で
あ
る
。
一

方
、
コ
ン
テ
ナ
船
は
国
際
規
格
で
定
め
ら
れ
た
コ

ン
テ
ナ
を
輸
送
す
る
船
舶
で
あ
り
、
貨
物
船
の
中

で
は
最
速
で
運
搬
が
で
き
る
。
こ
の
コ
ン
テ
ナ
に

積
み
込
ま
れ
る
貨
物
は
原
油
な
ど
の
専
用
貨
物
に

搭
載
さ
れ
る
以
外
の
貨
物
全
て
を
搭
載
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
船
は
世
界
の
海
上
輸

送
を
大
き
く
変
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
コ
ン
テ
ナ
は
ト
ラ
ッ
ク
や
鉄
道
に
そ
の
ま
ま

搭
載
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
の
実
現
や
海
陸
一
貫
輸
送
に
大
き
く
貢
献
し

た
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
主
要
定
期
航
路
の
ほ

と
ん
ど
は
コ
ン
テ
ナ
船
と
言
わ
れ
、
国
際
海
上
物

流
を
支
え
る
主
要
な
貨
物
船
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
貨
物
船
の
種
類
を
踏
ま
え
た
上
で
、

の
種
類
を
踏
ま
え
た
上
で
、

を
踏
ま
え
た
上
で
、

世
界
の
海
上
荷
動
き
を
考
え
て
み
よ
う
。
図
１
は
、

一
九
九
○
年
以
降
か
ら
二
○
○
八
年
ま
で
の
海
上

荷
動
き
量
の
推
移
と
予
測
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
○
年
の
全
体
の
荷
動
き
量
は
一
七
兆
ト
ン

マ
イ
ル
余
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
○
○
六
年
の

荷
動
き
量
は
三
○
兆
ト
ン
マ
イ
ル
を
超
え
た
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
一
貫
し
て
海
上
の
荷

動
き
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
一
九
九
○
年
代
初
頭
に
は

原
油
は
六
・
六
兆
ト
ン
マ
イ
ル
を
占
め
て
最
大
の

割
合
で
あ
っ
た
一
方
で
、
そ
の
他
は
四
・
四
兆
ト

ン
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
○
○
二
年
に

は
原
油
の
荷
動
き
量
は
七
・
八
四
兆
ト
ン
マ
イ
ル
、

そ
の
他
は
七
・
七
五
兆
ト
ン
マ
イ
ル
と
い
う
よ
う

に
、
ほ
ぼ
互
角
の
荷
動
き
量
に
な
っ
た
。「
そ
の

他
」
に
分
類
さ
れ
る
貨
物
の
大
部
分
は
コ
ン
テ
ナ

で
輸
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
石
油

製
品
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
は
原
油
や
「
そ
の
他
」
ほ

ど
急
激
に
取
扱
量
を
増
や
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

に
取
扱
量
を
増
や
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

取
扱
量
を
増
や
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

い
な
い
。
つ
ま
り
、

な
い
。
つ
ま
り
、

こ
の
二
○
年
間
の
主
な
海
上
輸
送
は
コ
ン
テ
ナ
が

主
流
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
海
上
貨
物
を
運
ぶ
貨
物
船
会

社
は
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
表
１
は
定
期
貨
物
船
取
扱
い
会
社
上
位
一
○

社
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
○
社
で
世
界

の
定
期
貨
物
船
の
取
扱
い
全
体
の
六
○
％
を
占
め

る
。
ま
た
、
第
一
位
か
ら
第
三
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
会
社
は
欧
米
系
の
船
会
社
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
こ
れ
ら
上
位
三
社
は
一
九
九
○
年
代
後

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
港
湾
と
海
運
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半
に
別
の
船
会
社
と
合
併
し
た
結
果
、
規
模
が
大

き
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
Ａ
・

Ｐ
・
モ
ラ
ー
・
マ
ー
ス
ク
が
ず
ば
抜
け
て
多
い
取

扱
量
を
扱
っ
て
い
る
。

一
方
、
ア
ジ
ア
の
海
運
会
社
も
六
社
が
入
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
、
四
番
目
に
取
扱
量
の
大
き

い
長
栄
海
運
は
台
湾
に
本
拠
地
を
置
き
、
コ
ン
テ

ナ
輸
送
に
特
化
し
た
海
運
会
社
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
会
社
は
一
九
八
○
年
代
半
ば
か
ら
一

九
九
○
年
代
前
半
ま
で
世
界
最
大
の
コ
ン
テ
ナ
輸

ま
で
世
界
最
大
の
コ
ン
テ
ナ
輸

世
界
最
大
の
コ
ン
テ
ナ
輸

送
会
社
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
長
栄
グ
ル
ー
プ
と
し

て
は
航
空
貨
物
に
も
参
入
し
、
二
○
○
六
年
に
は

八
三
万
ト
ン
を
取
り
扱
っ
て
、
そ
の
取
扱
い
規
模

取
扱
い
規
模
規
模

は
一
○
番
目
で
あ
っ
た
。
長
栄
グ
ル
ー
プ
の
よ
う

な
海
運
、
空
運
の
両
方
で
国
際
物
流
を
担
い
、
し

か
も
両
分
野
で
上
位
一
○
社
に
入
っ
て
い
る
も
の

は
他
に
は
な
い
。

長
栄
海
運
の
ほ
か
に
も
、
中
国
、
韓
国
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
日
本
の
海
運
会
社
も
上
位
に
入
っ
て

い
る
。
ま
た
、
上
位
一
○
社
に
は
入
ら
な
か
っ
た

が
、
商
船
三
井
、
香
港
の
東
方
海
外
（
Ｏ
Ｏ
Ｃ

Ｌ
）、
川
崎
汽
船
も
一
一
番
目
か
ら
一
三
番
目
の

規
模
を
誇
っ
て
い
る
。
以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
る

と
、
ア
ジ
ア
の
海
運
会
社
が
海
上
に
お
け
る
国
際

物
流
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。●

ア
ジ
ア
に
お
け
る
港
湾
の
現
状

海
上
輸
送
の
た
め
に
は
、
港
湾
の
整
備
も
必
要

で
あ
り
、
港
湾
が
整
備
さ
れ
な
い
と
船
舶
も
着
岸

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
取
扱
高
が
大
き
け
れ
ば

順位 会社名 国籍 取扱量�� ������ ����

1 A.P. モラー・マースク デンマーク
アメリカ 1,760

2 メディテラニアン・シッピング・カンパニー�MSC) スイス 1,026
3 CMA-CGM　グループ フランス 685
4 長栄海運��vergreen) 台湾 548
5 ハパッグ・ロイド ドイツ 458
6 中海集運�CSCL) 中国 400
7 中国遠洋運輸公司�COSCO�� 中国 388
8 韓進海運・セネターライン 韓国

ドイツ 348

9 アメリカン・プレジデント･ライン�APL) シンガポール
アメリカ 339

10 日本郵船�NYK) 日本 329

表 �������������� ��� ����� � �� ������������������� ��� ����� � �� ������������������ ��� ����� � �� ������� � ����� � �� ������ ����� � �� ���������� � �� ������ �� ������� ������ ��������������

�出所�AXS-Alphaliner, Liner Shipping Report, Jan 2007.
���国籍� 2 カ国����������国�会社������国�会社������������会社�本�����国籍� 2 カ国����������国�会社������国�会社������������会社�本���

�まま�����������������������������
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図 ��世界の海�荷動き量の推移

�出所�社団法人日本造船工業会�ウェブサイト�http://www.sajn.or.jp) より引用�2007 年 11 月 8 日��
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大
き
い
ほ
ど
、
港
湾
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い

る
と
も
い
え
る
。
コ
ン
テ
ナ
取
扱
い
高
か
ら
検
討

し
て
み
よ
う
。
表
２
は
二
○
○
六
年
の
コ
ン
テ
ナ

取
扱
い
上
位
一
○
港
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
筆

頭
に
、
香
港
、
上
海
、
深
圳
、
釜
山
、
高
雄
と
い

圳
、
釜
山
、
高
雄
と
い

、
釜
山
、
高
雄
と
い

っ
た
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
港
が
上
位
六
位
ま
で
を

独
占
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
港
湾

が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
貿
易
や
物
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
港
は
二
つ

の
特
徴
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
一
九

九
○
年
代
か
ら
世
界
を
代
表
す
る
コ
ン
テ
ナ
港
で

あ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
高
雄
の
三
港
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
四

つ
の
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
四
三
バ
ー
ス
を

も
つ
大
型
港
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港

は
東
ア
ジ
ア
最
大
の
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
港
で
も
あ
り
、

現
在
で
も
そ
の
優
位
性
を
保
ち
な
が
ら
さ
ら
な
る

港
湾
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
香
港
は
近
隣
に
あ
る
深
圳
港
と
激
し
い

圳
港
と
激
し
い

港
と
激
し
い

競
争
関
係
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
近
年
コ
ン
テ
ナ

取
扱
い
の
上
昇
率
は
低
調
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
中
国
本
土
に
拠
点
を
持
つ
製
造
企
業
が
輸
送

コ
ス
ト
の
点
か
ら
深
圳
港
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
た

圳
港
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
た

港
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
も
香
港
は
大
型
コ

ン
テ
ナ
船
の
寄
航
頻
度
、
効
率
的
な
通
関
制
度
な

ど
で
非
常
に
高
い
優
位
性
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
、

台
湾
の
高
雄
港
は
最
新
鋭
の
コ
ン
テ
ナ
船
の
接
岸

が
で
き
な
い
、
中
国
と
の
直
航
が
で
き
な
い
な
ど

の
問
題
が
あ
り
、
近
年
そ
の
ラ
ン
ク
を
下
げ
る
結

果
と
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
二
○
○
○
年
に
入
っ
て
か

ら
急
速
に
そ
の
取
扱
量
を
増
加
さ
せ
た
中
国
の
上

海
と
深
圳
、
韓
国
の
釜
山
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、

圳
、
韓
国
の
釜
山
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、

、
韓
国
の
釜
山
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、

上
海
と
深
圳
の
両
港
は
二
○
○
一
年
以
降
の
取
扱

圳
の
両
港
は
二
○
○
一
年
以
降
の
取
扱

の
両
港
は
二
○
○
一
年
以
降
の
取
扱

量
は
毎
年
二
○
％
以
上
増
加
し
て
い
る
。
両
港
で

は
一
九
九
○
年
代
以
降
数
年
に
わ
た
る
大
型
の
港

湾
イ
ン
フ
ラ
工
事
を
行
い
、
そ
の
一
部
が
完
成
す

る
と
順
次
開
設
す
る
形
で
、
次
々
と
コ
ン
テ
ナ
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
拡
張
し
て
き
た
。
ま
た
、
現
在
で

も
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
開
発
・
拡
張
工
事

は
継
続
し
、
特
に
上
海
港
は
近
い
将
来
世
界
最
大

の
コ
ン
テ
ナ
港
に
な
る
と
の
見
方
も
さ
れ
て
い
る
。

現
在
も
港
湾
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
点

で
は
韓
国
も
同
様
で
あ
る
。
現
在
の
釜
山
港
に
お

け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
既
に
能
力
を
超
え
た
コ
ン

テ
ナ
取
扱
い
、
港
に
通
じ
る
道
路
の
渋
滞
な
ど
の

問
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
は

一
九
九
五
年
か
ら
釜
山
新
港
の
開
発
を
進
め
、
二

○
一
一
年
に
は
工
事
が
完
工
す
る
予
定
で
あ
る
。

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
港
で
は

名
称
や
制
度
に
違
い
が
あ
る
が
、
物
流
が
効
率
的

に
運
用
で
き
る
よ
う
な
政
策
も
数
多
く
実
施
さ
れ

て
い
る
。
政
策
の
中
に
は
、
港
湾
の
二
四
時
間
営

業
、
通
関
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
、
書
類
の
電
子
化

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
物
流
団
地
な
ど

が
あ
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
物
流
団
地
な
ど

あ
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
物
流
団
地
な
ど

の
物
流
イ
ン
フ
ラ
設
備
も
設
置
し
、
施
設
使
用
料

や
税
金
の
優
遇
措
置
を
実
施
し
て
い
る
場
合
も
多

い
。
例
え
ば
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
で

は
自
由
貿
易
港
区
を
設
置
し
、
区
域
内
で
は
加
工

作
業
も
認
め
る
こ
と
で
、
製
造
企
業
の
入
居
を
認

め
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
諸
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ら
の
港
は
ア
ジ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
で
有

数
の
港
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
港
は
海
運

に
お
け
る
国
際
物
流
の
ハ
ブ
に
な
る
た
め
、
競
い

合
っ
て
い
る
。
そ
の
競
争
に
勝
つ
た
め
に
、
ソ
フ

ト
、
ハ
ー
ド
両
面
の
整
備
を
進
め
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
機
能
を
強
化
し
て
新
た
な
貨
物
を
獲
得
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

●
日
本
に
お
け
る
港
湾
の
現
状
と
課
題

で
は
、
日
本
に
お
け
る
港
湾
の
現
状
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
先
程
の
表
２
に
は
日
本
の
港
湾
は
ど

こ
に
も
入
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
定
期
貨
物
船

に
お
け
る
取
扱
量
で
は
、
日
本
郵
船
、
商
船
三
井
、

川
崎
汽
船
と
い
っ
た
日
系
海
運
会
社
が
上
位
の
取

扱
い
を
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
日
本

で
最
大
の
東
京
港
は
三
六
七
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
二
三
位
、

横
浜
港
は
三
二
○
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
二
七
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
。
上
位
三
○
位
ま
で
に
広
げ
て
、
よ

う
や
く
日
本
の
港
湾
が
ラ
ン
ク
さ
れ
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
デ
ー
タ
は
古
い
が
国
別
・
地
域
別
コ
ン

テ
ナ
取
扱
い
数
を
見
た
場
合
、
日
本
は
中
国
（
七

四
五
四
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
。香
港
含
む
）、
ア
メ
リ
カ
（
三

五
六
一
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
二
一
三

一
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）
に
次
い
で
第
四
番
目
の
一
五
九
四

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
取
扱
い
が
あ
る
（
二
○
○
四
年
デ
ー

タ
）。
で
は
、
な
ぜ
世
界
で
四
番
目
の
コ
ン
テ
ナ

取
扱
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
を
代
表

す
る
コ
ン
テ
ナ
港
が
日
本
に
は
存
在
し
な
い
の
で

港名 取扱量
1 シンガポール 24,792
2 香港 23,230
3 �海 21,710
4 深圳 18,469
5 釜山 12,030
6 高雄 9,775
7 ロッテルダム 9,600
8 ドバイ 8,923
9 ハンブルク 8,862
10 ロサンゼルス 8,469

表 �����6�におけるコンテナ����十港���������������単位：� ����

�出所�Containerisation International Yearbook,March 2007.
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あ
ろ
う
か
。

こ
の
主
な
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
港

湾
の
多
さ
で
あ
る
。
日
本
で
は
特
定
重
要
港
湾
と

し
て
二
三
港
、
重
要
港
湾
と
し
て
一
○
五
港
が
指

定
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
に
大
き
な
経
済
圏
を
持
つ

東
京
湾
（
千
葉
港
、
木
更
津
港
、
東
京
港
、
川
崎

港
、
横
浜
港
、
横
須
賀
港
）、
大
阪
湾
（
大
阪
港
、

堺
泉
北
港
、
阪
南
港
、
神
戸
港
、
尼
崎
西
宮
芦
屋

港
）、
伊
勢
湾
（
名
古
屋
港
、
衣
浦
港
、
三
河
港
、

四
日
市
港
、
津
松
阪
港
）
の
三
大
湾
で
の
港
湾
取

扱
い
貨
物
量
を
み
て
も
、
あ
る
程
度
は
集
中
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
割
合
で
み
る
と
、
決
し
て

高
く
は
な
い
。
三
大
湾
で
の
二
○
○
四
年
に
お
け

る
取
扱
量
は
一
一
・
二
億
ト
ン
で
あ
り
、
全
国
港

湾
に
占
め
る
割
合
は
、
三
五
・
四
％
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
な
お
、
こ
の
数
値
に
は
内
貿
と
内
航
フ
ェ

な
お
、
こ
の
数
値
に
は
内
貿
と
内
航
フ
ェ

こ
の
数
値
に
は
内
貿
と
内
航
フ
ェ

リ
ー
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
輸
出
入
そ
れ
ぞ
れ
で
見
た
場
合
も
、
決

し
て
高
い
割
合
は
占
め
て
い
な
い
。
輸
出
で
は
一

・
六
億
ト
ン
、
輸
入
で
は
四
・
五
億
ト
ン
で
あ
り
、

全
国
に
占
め
る
割
合
は
輸
出
で
六
六
・
二
％
、
輸

入
で
五
○
・
○
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
貿

易
は
港
湾
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
分
散
さ
れ
て
行
わ

れ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
は
貿
易
を
中
心
に
、
様
々
な

影
響
を
及
ぼ
す
。
日
本
で
は
港
湾
が
分
散
化
さ
れ
、

大
部
分
の
港
湾
は
そ
の
規
模
も
小
さ
い
た
め
に
、

接
岸
や
作
業
が
行
え
る
船
舶
の
規
模
も
限
ら
れ
る
。

ま
た
、
規
模
の
経
済
が
働
か
な
い
た
め
に
、
港
湾

に
関
わ
る
コ
ス
ト
も
高
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
に
お
け
る
主
要

港
の
う
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
、
釜
山
港
、
高
雄

港
は
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
（
積
替
え
）
貨
物
の
取
扱
い

を
積
極
的
に
行
い
、
ハ
ブ
港
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
周
辺
（
ス
ポ
ー
ク
）
か
ら
貨
物
を

集
め
、
そ
れ
を
欧
米
行
の
長
距
離
幹
線
航
路
（
基

幹
航
路
）
船
に
積
み
替
え
て
欧
米
市
場
に
貨
物
を

届
け
る
と
い
う
中
継
港
と
し
て
、
ハ
ブ
・
ア
ン
ド

・
ス
ポ
ー
ク
輸
送
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

る
。
一
方
、
日
本
の
港
湾
で
は
、
欧
米
行
き
の
定

き
の
定
の
定

期
航
路
船
の
寄
航
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
現
実

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
も
危
機
感
を

持
ち
、
日
本
の
港
湾
が
基
幹
航
路
か
ら
外
れ
る
と
、

日
本
か
ら
の
貨
物
は
一
度
他
の
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港

に
集
め
ら
れ
て
か
ら
欧
米
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
物
流
コ
ス
ト
が
増
加
し
、

日
本
の
産
業
競
争
力
が
低
下
す
る
要
因
に
な
る
と

指
摘
し
て
い
る
（
参
考
文
献
②
、
一
五
五
ペ
ー

ジ
）。日

本
の
よ
う
な
島
国
に
と
っ
て
は
、
海
上
輸
送

は
国
際
物
流
に
お
け
る
最
も
重
要
な
手
段
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
有
数
の
港
湾
を
も
は
や
持
っ
て
い
な
い
日

本
に
と
っ
て
は
、
早
急
に
国
際
物
流
に
関
す
る
対

策
を
打
つ
必
要
が
あ
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

●
お
わ
り
に

ア
ジ
ア
経
済
危
機
を
克
服
し
て
、
今
で
は
中
国

を
中
心
に
ア
ジ
ア
は
製
造
業
の
拠
点
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
拠
点
は
国
際
分
業
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

分
業
を
維
持
す
る
た
め
に
は
物
流
の
整
備
は
必
須

条
件
で
あ
る
。
本
稿
で
は
一
部
の
港
湾
に
つ
い
て

の
み
し
か
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
取
り
上

げ
な
か
っ
た
国
も
港
湾
の
整
備
に
乗
り
出
し
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
港
湾
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
が
企
業
の
対
外
直

接
投
資
を
行
う
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
の
一
つ
に

な
り
つ
つ
あ
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
港
湾
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

の
よ
う
な
港
湾
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

港
湾
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

は
ア
ジ
ア
域
内
で
の
港
湾
間
の
競
争
に
も
な
り
つ

つ
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
は
既
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日

本
の
地
位
確
保
の
た
め
に
、
港
湾
整
備
は
急
が
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

言
え
よ
う
。

よ
う
。

（ 

い
け
が
み　

ひ
ろ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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